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　歯間清掃補助器具として、大人と同様子どもにもデンタルフロスの使用を勧める。

　上顎乳前歯隣接面及び上下顎乳臼歯部隣接面での使用方法について、写真を提示しながら説明する。

　養育者がデンタルフロスを経験していない場合は、養育者に実際使ってみてもらうとよい。

歯と歯の間で隙間がない部位に使って歯垢をとります。

子ども用デンタルフロスの使い方File
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 【使用法】
　   まず、歯ブラシで歯をみがき、汚れを落としてください。

　  レノビーゴを歯に直接まんべんなく吹きつけ、歯ブラシですみずみまでいきわたらせ
てください。

　　　※歯の生えている本数で吹きつける回数が変わります。
　　　　・前歯のみ 8 本ぐらい・・・・・・・・4 ～ 5  回
　　　　・16本くらい・・・・・・・・・・・・6 ～ 7  回
　　　　・全ての乳歯がある、20 本くらい・・・8 ～10 回

　  使用後は30分間うがいや飲食をさせないでください。

 【使用上の注意】
● お子様の目の届かないところに保管してください。
● 目にスプレーしないでください。誤って目に入った時は、真水ですぐ洗ってください。
● ボトルを開けて飲み込まないでください。（歯に付着した液はうがいの必要はありません）
● のどの奥に直接吹きかけないよう気をつけましょう。

１　フッ化物のむし歯予防機序
(1) エナメル質の耐酸性向上

　エナメル質表層のハイドロキシアパタイトが、より耐酸性の高い（溶解しにくい）フルオロアパタイトに変換される。
　Ca10(PO4)6(OH)2+20NaF → Ca10(PO4)6F2+2NaOH

　この反応は短時間でなく、徐々に進むものであり、実際は純粋なフルオロアパタイトと言うよりもフッ素化ハイドロキシ
アパタイト [Ca10(PO4)6FX(OH)2-X] として存在するものと考えられている。

　フッ化物配合歯磨剤（小児用歯磨剤への添加フッ素濃度 100ppm、500ppm、950ppm の３種がある）を食後に供給
されると低濃度フッ素を長時間歯の周辺に作用させることができる。

　フッ化物塗布によって高濃度フッ化物が作用すると、まずフッ化カルシウム [CaF2] の析出が起こり、CaF2 が徐々に
イオン化して、歯質のフッ素化が起こっていくものと考えられている。
　CaF2 → Ca2+ +2F-

　Ca10(PO4)6(OH)2 ＋XF- → Ca10(PO4)6FX(OH)2-X+(OH-) X
(2) 再石灰化の促進

　酸性の環境下で Ca や P の溶出が起こっている歯質が、フッ化物の存在下で再石灰化が起こり修復される。
(3) 口腔細菌の代謝抑制

　フッ化物が口腔細菌の代謝酵素を阻害することにより、抗菌作用を発揮する。いったんエナメル質に取り込まれたフッ素
も歯質の溶解によって放出され、この作用を及ぼす。

２　フッ素の急性毒性
　体重１kg あたり２mg のフッ素を摂取すると悪心、嘔吐等の中毒症状が現れる。
　1 歳～ 2 歳児の体重は、７～ 14kg であるので、体重７kg の場合であれば、フッ素 14mg、14kg であれば 28mg が
急性中毒を起こす量となる。

３　フッ素イオンスプレー（レノビーゴ）
　フッ素イオン濃度 100ppm（１リットルの水に 100mg（0.1g）のフッ素イオン濃度）の歯磨剤。35ml のポリ
容器に入っている。35ml 中のフッ素量は 3.5mg であるので、1 回に全量飲み込んでも、急性中毒にはならない。
　1 回のスプレー量は約 0.02ml でフッ素量は 0.002mg。

1

2

3

 1日 3 度、歯みがき時に使用します。

※上記の方法が理想的ですが、歯みがきが困難なお子様の場合は、　
　歯ブラシに吹きつけてみがいてあげてください。

フッ素イオンスプレー（レノビーゴ）
File
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スプレー状 泡状

レノビーゴ
ゾンネボード製薬
100ppmF

チェック・アップ
泡状
ライオン

スプレー状、泡状（フォーム）

F

31

　市販されている子ども用歯みがき剤の多くには、むし歯予防に効果のある
フッ素が配合されています。適切な使い方で、むし歯予防の効果が高まります。

　ブクブクうがいや吐き出しのできない子どもでは、湿らす程度の少量を使用します。

● スプレー状、泡状、ジェル状、ペースト状の歯みがき剤があります。
● フッ素濃度として、100ppm、500ppm、900～1,000ppm などの製品があります。

　フッ化物配合歯みがき剤のむし歯予防メカニズムは、歯みがき終了後に歯面、歯垢、粘膜及び唾液などの
口腔環境に保持されたフッ化物イオンによる再石灰化と酸産生抑制効果であるといわれている。

　しかしながら、その応用効果は使用するフッ化物の応用量、作用時間、洗口回数ならびに方法などに
よって大きく左右されることが予測される。
　推奨される効果的なフッ化物配合歯みがき剤の使用方法は以下のとおりである。

① 歯ブラシに年齢に応じた量の歯みがき剤をつける（ペースト状での用量）
　 6 か月（歯の萌出）～ 2 歳 → 切った爪程度の量
　 3 歳～５歳 → ５ｍｍ以下
② みがく前に歯みがき剤を歯面全体に広げる
③ ２～３分間歯みがき剤による泡立ちを保つような歯みがきをする（特に歯みがき法にこだわらない）
④ 歯みがき剤を吐き出す
⑤ 10 ～ 15ml の水を口に含む
⑥ ５秒間程度ブクブクうがいをする（洗口は１回のみ）
⑦ 洗口は 1 回のみとし、吐き出した後はうがいをしない
⑧ その後１～２時間は飲食をしないことが望ましい

ダブルブラッシング法の奨め
　フッ化物配合歯みがき剤を用いた後に、洗口により唾液と歯みがき剤の懸濁物を十分に洗い流したい人など
もいることから、1 回目は納得のいくまでデンタルプラークを除去し、その後十分に洗口して懸濁物を吐出する。
2 回目は歯ブラシにフッ化物配合歯みがき剤をつけて歯に適応する
というダブルブラッシング法を用いると、フッ化物配合歯みがき剤のメリットを活用できる。

（フッ化物応用研究会編 . う蝕予防のためのフッ化物配合歯磨剤応用マニュアル .2006. を一部改変）

引用改変：歯科衛生士 2013 年 4 月号. P51. クインテッセンス出版

※使用方法をよく読みご利用ください。

歯みがき剤の使用について①File
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親子で乳歯ケア
ジェル状歯みがき
ぷちキッズ
ピジョン
500ppmF

ホームジェル
オーラルケア
970ppmF

ハモリン
おうちで
フッ素ケア
丹平製薬
950ppmF

チェック・アップ
ジェル
ライオン
500ppmF

モンダミン
ママはボクの
歯医者さん
アース製薬
136ppmF

ビーンスターク
ハキラ はみがきジェル
日本ゼトック
100ppmF

親子で乳歯ケア
ジェル状歯みがき
ピジョン
100ppmF

teteo
歯みがきサポート
新習慣ジェル
コンビ
500ppmF

Do クリア
薬用こども
ハミガキ
サンスター
1,000ppmF 以下

キシリデント
ライオン
ライオン
900～1,000ppmF

クリアクリーン
Kids
花王

チェック・アップ
コドモ
ライオン
950ppmF

ライオン
こどもハミガキ
ガリガリ君
ライオン
500ppmF

ライオン
こどもハミガキ
ライオン
500ppmF

クリニカ Kid's
ライオン
900 ～ 1,000ppmF

バトラー
デンタルケア
ペースト  こども
サンスター
500ppmF

ガム
デンタルペースト
こども
サンスター

こども用
はみがき
ジーシー
900ppmF

ジェル状 ペースト状

ジェル状、ペースト状
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　吐き出しのできないお子さんでは、500ppm のペースト状や 950ppm 程度のジェル状の
使用量は、子ども本人の切った爪程度で、最後にふき取ります。
　吐き出しのできるお子さんでは、グリーンピース大（５mm 程度）で、口をすすぐ水の量は
5 ～10ml（料理用計量スプーン小～中１杯程度）で行います。

　File 30、31 の説明を参考にする。

引用改変：歯科衛生士 2013 年 4 月号. P51. クインテッセンス出版

※使用方法をよく読みご利用ください。

歯みがき剤の使用について②File
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出　生 保育所 
幼稚園 小学校 中学校 高校 成人 高齢者

年　齢 0～2 3～5 6～11 12～14 15～17 17… 80

場 
　
面

地域全体

保育所・幼稚園 
小・中学校・高校

歯科医院

市町村

家庭

注）上記各種フッ化物応用法は多重応用してよい。

水道水フッ化物濃度適正化（わが国では現在未実施）

フッ化物洗口

フッ化物塗布

フッ化物塗布

フッ化物入り歯磨き剤

家庭でのフッ化物洗口

フッ化物塗布

方　法 濃 度（ppm） 頻 度 むし歯予防効果

水道水フッ化物濃度適正化 １ 毎日 永久歯 50～ 60％
乳歯 40 ～ 50％

フッ化物洗口 100～900 毎日・週１～５回 永久歯 40～60%

フッ化物塗布 9,000 年３～４回 20 ～ 40％

フッ化物入歯磨き剤 1,000 毎日 20 ～ 30％

F
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年齢に応じた応用と効果

　フッ化物洗口は、吐き出しができるようになる 4 歳頃から中学３年生頃までの永久歯萌出時期に応用す
ることで、むし歯発生の抑制を行うものである。

　個人及び集団での応用が可能であるが、集団で応用すると、学校行事の一環として取り組めるため、継続
が容易になる利点や経済的な理由から家庭でのむし歯予防が難しい児童生徒においても、むし歯予防効果が
期待できることである。学校保健分野では「保健管理」の一環として実施可能との見解が出されている。

方法としては
　①保育園年長組～幼稚園児　フッ素濃度 250ppm　5 ～ 7ml　毎日法（週 5 日）
　②小中学校　フッ素濃度 900ppm　10ml　週１回法
①②とも 1 分間洗口し、洗口後は、30 分～ 1 時間は飲食を控える。

　歯の萌出とともにフッ化物の応用は可能であり、上図「年齢に応じた応用と効果」に示す。
　なお、複数の応用方法を行っても、容量・用法に従い実施すれば、フッ素の過剰摂取には当たらず、相乗
効果も期待できるといわれている。

　フッ化物洗口剤は歯科医師の処方が必要な薬剤であるが、先ごろ調整済みのフッ化物洗口液が OTC（注１）

薬として販売されるようになり、薬局での入手も容易になりつつある。

　詳しい内容等については、かかりつけ歯科医に相談するとよい。

（注 1）OTC（Over The Counter）薬： 
　　　  一般用医薬品。薬局・薬店・ドラッグストアなどで販売されている医薬品。日本 OTC 医薬品協会 OTC 医薬品とはより

● うがいが上手にできるようになる４歳
頃から永久歯がそろう中学生頃まで
行うと効果的です。

● 洗口液を５～10ml 口に含み、液がよ
く歯に行きわたるように１分間うが
いをし、吐き出します。

● 家庭でもできますが、保育園、学校等
の集団で行うと、より継続しやすくな
り、地域全体でむし歯
を減らすことが可能に
なります。

オラブリス（左図）、ミラノール（右図）

フッ化物洗口についてFile
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引用改変：田上順次、北迫勇一 . 歯が溶ける！？  酸蝕歯って知っていますか？ . 東京 : クインテッセンス出版、2009

エナメル質の
溶けはじめる
pH5.5

7.06.05.04.0
pH
3.0

歯が溶けにくい歯が溶けやすい

pH 値 5.6pH 値 5.6

pH 値 3.7

pH 値 3.4

pH 値 3.4

pH 値 3.6

pH 値 6.6

pH 値 6.６

pH 値 3.8

pH 値 4.0 未満

pH 値 4.2

pH 値 4.2

イオン飲料やニアウォーターをマグで
毎日飲んでいたお子さん。前歯ばかり
が集中的に溶けてすっかりなくなって
しまいました。（写真提供：東京医科
歯科大学歯学部附属病院育成系診療科
三輪全三先生）
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　糖分を含んだ飲料を哺乳ビンで与える場合も同様であるが、市販飲料ではショ糖を多く含む酸性のものが
多いため、さらにむし歯との関連が高くなる。乳酸飲料、炭酸飲料ばかりでなく、ジュース類やイオン飲
料も pH2.5 ～ 4.5 の強酸性であり、pH5.4 以下では歯の表面からミネラル分が溶けだす「脱灰」が起こる。

　これらの飲料類は、コップから飲んでいる場合は歯の表面に長時間たまることもなく、唾液の緩衝作用や
自浄作用も受けやすいので、歯への直接的な影響は少ないものと考えられる。

　しかし、哺乳ビンで飲むと、これらの飲料が歯面に接している時間が長くなり、さらに就寝時に飲むと
唾液による自浄や酸の緩衝もされないため、歯の脱灰が進みやすくなる。

　また、ショ糖を多く含む飲料類では、歯垢中にしみこんだ糖が細菌により分解されて、さらに酸が作られ、
むし歯を作りやすくなっている。含糖・酸性飲料を哺乳ビンで与えるのはできるだけ避けたい。

【１歳 6か月児歯科健診・２歳児歯科健診の場合】
　口腔内がむし歯になる（あるいは既にむし歯がある場合には拡大・重症化）リスクが高まっている状態
であることを養育者に伝え、仕上げみがきを徹底し、フッ素を利用してリスクを軽減していくことを提案
する。

子ども向けの市販飲料は？

飲み物のpHFile
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　「むし歯ができたら歯医者に行く」では、治療が思うようにいかないことも多い。

　歯が生え始めの頃から、歯医者さんに歯やお口の状態を見てもらいながら、歯みがきの助言や定期的な
フッ化物塗布（4 歳頃までは年３～４回）うけることが望ましいことを助言する。

　まずは、養育者のかかりつけ歯科医への相談を勧める。

定期的に歯科健診

かかりつけの小児歯科医を！

● 年に 3 ～４回の
 定期健診や
 フッ化物塗布を
 おすすめします

「かかりつけ歯科医」を持ちましょうFile
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　養育者へは受診児の生活背景を把握し、指導助言することが肝要である。

　本来は「主な保育者」、「日中の過ごし方」、「家族状況」、「既往歴」、「発達」、「子育て」など、受診票に
記載されているほとんどすべての内容から把握することが必要となってくる。

　しかしながら、ここでは、むし歯予防にポイントを絞り、「生活習慣」および「口腔内所見」から受診児
の現状と解決すべき問題点を把握することに努め、仕上げみがき、フッ化物の利用について重点的に指導
助言していくこととする。

　食事やおやつの内容については、栄養相談へ。適切な生活習慣をつけることについては、保健師による指
導にゆだねるなどして、他職種と連携して指導助言をおこなうことが望ましい。

「多い」 「1歳 6か月児の仕上げみがき」へ「歯のよごれ」

【生活習慣】

【口腔所見】

ある

ある

いいえ

はい

はい

・ジュース類
・イオン飲料

いいえ

【栄養相談】へ

リスクを簡単に
説明して、詳細は
【栄養相談】へ

「1歳6か月児の
仕上げみがき」へ

食事やおやつ（間食）の時
間は決まっている

歯みがきは仕上げ磨きを
している

朝食は毎日食べている

食事はよく噛んで食べる

食事で困っていること

3

4

5

6

よく飲んでいる飲み物

母乳を飲ませている

哺乳ビンを使用している

7

8

9

萌出歯数、歯列咬
合に問題がない（ （

11 時々orしていない

1歳6か月児のむし歯予防  生活習慣のチェックポイントFile
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３歳児で３割のむし歯の子どもの割合が５歳児なると倍の６割に増えます。
適切な生活習慣の確立定着を他職種と連携して進めることが重要です。

【生活習慣】

ある
いいえ

・ジュース類
・イオン飲料
・乳酸菌飲料

ある
（不定期 / １回のみ）

いいえ

【栄養相談】へ

【栄養相談】へ

リスクを簡単に説明して、
詳細は【栄養相談】へ

「3 歳児の仕上げみがき」へ

・定期的な塗布を勧める
・「歯みがき剤」の説明

食事やおやつ（間食）の
時間は決まっている

朝食は毎日食べている

よく飲んでいる飲み物

歯みがきは仕上げ磨きを
している

これまでにフッ化物塗布
を受けたことがある

食事はよく噛んで食べる

　養育者への指導助言は受診児の生活背景を把握し、指導助言することが肝要である。

　本来は「主な保育者」、「日中の過ごし方」、「家族状況」、「既往歴」、「発達」、「子育て」など、受診票に
記載されているほとんどすべての内容から把握することが必要となってくる。

　しかしながら、ここでは、う蝕予防にポイントを絞り、「生活習慣」および「口腔内所見」から受診児の
現状と解決すべき問題点を把握することに努め、
　仕上げみがき、フッ化物の利用について重点的に指導助言していくこととする。

　食事やおやつの内容については、栄養相談へ。適切な生活習慣をつけることについては、保健師による
指導にゆだねるなどして、他職種と連携して指導助言をおこなうことが望ましい。

3

4

5

7

9

10

萌出歯数、
歯列咬合に
問題がない（ （

時々 or して
　　　  いない

３歳児のむし歯予防  生活習慣のチェックポイントFile
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